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	当期の連結業績につきまして、連結売上高は197億円とほぼ予定通りとなったものの、Non-GAAP営業利益は20億円となり業績予想に対して約16億円の減少となる見込みです。
	主な要因は、米国テクノロジー関連のＭ＆Ａ市場が金額ベースで前期比約50%の減少となったことに加え、いくつかの案件が2018年にずれ込んだことから、米国の売上高が大幅に減少となったことによります。一方、将来への成長のため、優秀な人材を維持する最低限の人件費を減額することができませんでした。また、日本においてもＭ＆Ａ市場が金額ベースで前期比24%の減少となったことの影響を受けました。これらの要因から人件費が営業利益を圧迫し、欧州の業績が好調であったものの、米国の営業利益の減少を補填するまで営業利益を増...
	(２) 2017 年12 月期の連結業績予想の修正

